（規程5-11）　日本鋳造工学会 奨励賞規程
平成12年 3月 21日制定

2013（平成25）年10月26日改定
2019（平成31）年4月26日改定
第1条 日本鋳造工学会は，鋳造工学の次世代を託する大学学部学生，大学院生並びに工業高等専門学校学生を奨励するために奨励賞を設け，本規程によって授与する．

第2条 本賞は，第３条に規定された要件を満たした学生で，将来，本学会の正会員となって活躍が期待される者に授与する．

第3条 本賞の受賞候補者は以下の要件を全て満たすこと．

（1） 日本鋳造工学会の会員である指導教員が所属する大学，工業高等専門学校並びに公設試などの機関で学ぶ学生で当該年度の卒業予定者であること．

（2） 鋳造関連のメーカ並びにユーザへの就職が決まっていること

（3） 日本鋳造工学会において講演発表や研究論文を投稿した経歴があること。あるいは，本学会の主催する行事（本部，支部）に参加した経歴があること．

（4） 日本鋳造工学会に所属する指導教員から推薦され，支部が認めた者．
※受賞候補者の本学会会員資格は問わない．
第4条 受賞候補者の推薦申請期限は当該年の10月31日までとする．
第5条 本賞の公平性を保つため，年度表彰（７賞）選考委員会（11月理事会前に開催）において受賞者選考を行う． 
第6条 本賞は賞状とする．授賞は各支部が各大学に委託しこれを行う．

第7条 本賞受賞者の大学及び氏名は，会誌「鋳造工学」に掲載報告する．

第8条 経費は，予算に基づき学会本部が支弁する．
第9条 本規程の改廃は，理事会の議決を経て行う．

附則
・本規程は，平成 12年 4月 1日から施行する．

・平成20年3月実施より改訂．（「第4条 1大学につき2名以内」を削除H19.11.30）

・本賞の推薦条件を明確化する（第３条），選考公平性を確保する（第４条）ために規程改定

2013（平成25）年10月26日

・＜推薦期限に関する追加措置＞

上記の推薦申請期限を過ぎてから第３条の要件を満たした場合には，速やかに奨励賞候補者　　推薦書を事務局に提出すること．事務局は選考委員会委員に郵送やメール等にて選考を依頼，３月理事会にて報告，承認を得る．受賞が認められた学生に対しては第６条に従い授与する．また，本賞受賞者の会誌掲載も行う．（2013年10月26日理事会）
・候補者推薦及び選考日程を早める．（2019年4月26日理事会）
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